[bookmark: _GoBack]第1回　森林利用学会　路網若手研究会セミナー
共催：近未来農林科学総合教育研究センター　シンポジウム
「これからの路網研究を考える」

日時：10/21-22
場所：信州大学農学部（セミナー会場）
　　　伊那市鹿嶺高原・作業現場（現地検討会）

趣旨：高密作業路網や林業専用道など路網整備が進められている中で，路網に関する研究は集約されておらず全体的な方向性が見えにくい。これまでの路網研究と路網整備計画の経緯を理解するとともに，最新の路網研究を紹介することで，今後の路網研究と研究成果の現場活用をつなげる議論を行う。

セミナー（第一日目）
信州大学農学部　30番講義室
趣旨説明　13：00-13：05　　路網若手研究会会長　鈴木秀典（森林総研）
基調講演　13：05-14：35　　講師：峰松浩彦（元東京農工大学）
「路網研究と整備計画経緯について（仮）」（講演1時間 +質疑30分程度）
休憩　　　14：35-14：45　
話題提供　14：45-15：05　「路網計画における微地形判読」　　　　戸田堅一郎（長野県林業総合センター）
　　　　　15：05-15：25　「路網計画問題とその解法:
 　　　　　　　　　　　　   グラフ理論によるアプローチ」　    　白澤紘明　（京都大学）
　　　　　15：25-15：45　「路面からの排水量の現地実験について」宗岡寛子　（森林総研）
総合討論　15：45-16：30　　パネラー 発表者・路網若手研究会・ 松澤義明（長野県林業コンサルタント協会）
司会：中澤昌彦（森林総研）

現地検討会（第二日目）
　　　　　高解像度地形情報が計測された搬出現場において，路網開設状況や作業を見学することで，データを活用した設計の課題や現場への適応性を検討する。

見学先：伊那市鹿嶺高原
9：00　農学部・宿泊先ホテル出発
　　　 　 9：30　道の駅南アルプス村
         10：00　鹿嶺高原現場見学　現場解説：松澤義明　仙石幸男　戸田堅一郎
　　　   12：00　昼食
　　 　  13：00　引き続き　鹿嶺高原現場見学
　　 　  15：30　解散（伊那市駅付近）


問い合わせ先：斎藤仁志（信州大学）
Mail:m_saito@shinshu-u.ac.jp　Tel:0265-77-1652

平成25年度　森林利用学会　路網若手研究会セミナー
参加申込用紙
申込み締め切り：10月15日（火）
（セミナー参加の人数制限はありませんが，現地検討会は人数が多い場合，早期に締め切らせていただく可能性もありますので，お早めにお願いいたします。）
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現地検討会参加の場合は小雨でも決行致しますので，雨具，野外活動可能な服装，昼食等を各自で準備をお願いします。



本ページを，word形式またはpdf形式でe-mail添付ファイルにて送付お願いします。
送付先　信州大学 斎藤仁志（m_saito@shishu-u.ac.jp　Tel: 0265-77-1652）

